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■特別記事
大都市における在宅医療の実際と在宅療養支援診療所の課題　英裕雄
後期高齢者医療制度の施行について　平井基陽
がん哲学外来―現代に求められる「暇げな風貌」と「偉大なお節介」　　樋野興夫

■新連載
ヒト・モノ・バをつなぐ認知症在宅ケア―今日のデザインの役割　山崎正人

■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／高齢者虐待にどう
対応するか　和田忠志／イギリスの小児訪問看護の歴史と現状　多田羅竜平／わたしのことをわたし
から　長谷川正／ほんとの出会い　岡田真紀／訪問看護ステーションの現場をあるく　川越博美ほか
／萌黄色のハンカチーフ　赤川次郎

介護職と「医行為」をめぐる法的諸問題　平林勝政
介護職の行なうケアの位置づけ―11項目を行なう際の注意点　安達マツ子
在宅介護で必要な口腔ケアの知識と方法　迫田綾子
介護職の行なう在宅での医療行為について　吉野英
在宅医療を支える教育活動―「たんの吸引」の講習会を開催して　大坪公子

「たんの吸引」や介護職が行なってもよいとされる「医行為外の行為」に関する厚労省医政局からの
通知は，介護の現場でどのように受け止められているのでしょうか？　たんの吸引ができるとかでき
ないとか，医療行為外とされている爪切りをするとかしないとかという以前に，その通知の意味，法
律ではどのように規定されているのかを正しく知る必要がありそうです。

特集 医療行為外とされるケアの実践
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●いい加減本の整理をしようと取り掛かったはいいものの，以前何度も読み返していた本を手に取ったが最後，
ふと気付けば時は過ぎ，結局状態の悪化を辿ることとなりました……。さて，特別記事は裁判例に基づく現場
における注意義務の解説です。特に判例⑤の「被介護者が拒否しても説明と説得を要する」にこの義務の重さ
を思った次第です。そして，特集 1 対談の和田所長が医療過疎地の患者さんの希望に応えてステーションを設
立されたお話では，地域の声をしっかり受け止める 1つのあり方を感じさせていただきました。……………富岡
●本号の連載「訪問看護ステーションの現場をあるく」では，訪問看護師の勤務形態［常勤・非常勤］につい
ての問いかけがされています。子育てや自らの進学などそれぞれの事情があっての選択ですが，実際は常勤と
変わらない役割と責任をもって，訪問看護を担っている非常勤の看護師たち。勤務形態については，マグネッ
トステーションインタビュー，特集 1 の対談でも管理者の考えが語られており，診療報酬改定をうけて，訪問
看護の未来を明るくするためにどうしたらよいか，多くの示唆が詰まった一冊になりました。………………伊藤

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

00
8

2026/09/17 18:29:12


